
授業改善に向けた校内研修の構築

～２つのマネジメントサイクルを取り入れて～

教職実践応用領域　学校づくり履修モデル

Ｉ　今日的な社会背景

　21世紀は，「知識基盤社会」の時代であると言われ

る。そして，「知識基盤社会」の構築を日指し，「人材

こそが国の宝」という立場から，21世紀を生き抜いて

いける資質や能力を備えた人材の育成に対応した教育

が求められている。

　平成17年中教審答申「新しい時代の義務教育を創造

する」，平成18年中教審答申「今後の教員養成・免許

制度の在り方について」，平成23年中教審審議経過報

告「教職生活の全体を通じた教師の資質能力の総合的

な向上方策について」においては，現職研修の一層の

必要性が示された。未来をになう子ども達を育成する

という立場から，教師一人一人が資質を保持したり，

向上させたりしていくために，これまで以上に組織的

で計画的な教育活動を実践したり，新たな状況に対応

した研修の仕組みを構築したりしていくことが必要と

なろう。

　しかし，実際の学校現場は多忙化を極め，自分から

進んで研修に参加したり，校内で学び合ったりするこ

とが難しくなってきている。それは，本校においても

例外ではない。教師集団が学びの共同体としての機能

を形成し，子ども達の育成のため，学校生活の大半を

占める授業と向き合い，資質の向上に努めることは，

喫緊の課題と言える。

ｎ　本校の実態と課題

　本校の実態を教師，児童，校内研修に分けて示すと

ともに，それらから見出される課題について記す。

八釼　明美

Ⅲ　課題実践研究のテーマの設定

　教師，児童の実態より見出された本校教師の課題か

ら，児童の思考・判断・表現する能力を育成するため

に教師が今日的な教育の課題を取り入れながら，「教

える授業」から「考えさせる授業」へと授業を改善す

ることが必要と考えた。そして，それとともに校内研

修の課題と考える「新しい校内研修テーマの設定」「組

織の見直し丿研究授業の体制づくり」「研修会の設定」

　「評価と改善の工夫」そして，「年間計画の作成」を

通して，教師の達成感や成果につながる校内研修を構

築することが必要と考えた。

　そこで，課題実践研究テーマを下記のように定め，

研究に取り組むことにした。

　　　授業改善に向けた校内研修の構築

～２つのマネジメントサイクルを取り入れて～

　なお，本実践における「校内研修の構築」とは，授

業改善に向けた「研修内容（＝教員一人一人の力量を

高めるための学び）の形成」と「研修体制（＝研修内

容を支えるための全校的な組織や仕組み）の整備」と

いう２つの要素から成るものとし，それぞれにマネジ

メントサイクルを取り入れて運用することにした。そ

うすることで，教師が校内研修に見通しをもち，達成

感や成果を実感しやすくなると考えたからである。

IV　先行研究

　研究を進めるに当たり,多くの資料を参照した結果，

以下に示す２つの先行研究が参考になった。

○　田村知子氏（中村学園大学専任講師）のカリキュ

　ラムマネジメントの手法

○　広島県教育員会の「授業改善のための校内ハンド

　ブック～マネジメントサイクルを取り入れた校内研

　修の在り方を求めて～」

　前者は，主として「研修内容の形成」に関わるマネ

ジメントサイクルを取り上げているのに対し,後者は，

主として「研修体制の整備」に関わるマネジメントサ

イクルを取り上げている。

　両者を組み合わせることで，個人の研修内容レベル

及び学校組織における研修体制レベルの知見を得るこ

とができ，校内研修を構築するに当たり，その成果を

見込めるものと考えた。
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研究の構想

研究授業を核とした研修内容のマネジメントサイクル



　研修内容を形成するために，「研究授業を核とした

研修内容のマネジメントサイクル」を立案した。

　Ｐ（計画）の段階は，教材研究を含めた指導案作成，

指導案検討，事前検討研究授業を核とした研修内容の

会となり，Ｄ（実施）マネジメントサイクル

の段階は，研究授業

の実施や参加となる。

Ｃ（評価）の段階は，

事後検討会に当たる。

Ａ（改善）の段階は，

事後検討会で見出さ

れた課題の改善や日

々の授業実践となる。

研究授業の実施回数分 研究授業を核としたマネジメ

ントサイクル」を運用することになる。

２　年間を見通した研修体制のマネジメントサイクル

　校内研修をより実効性のあるものに高めていくため

には，研修内容を支えるための組織体制や仕組みが必

要である。そこで，「年間を見通した研修体制のマネ

ジメントサイクル」を立案した。

　そして，ＣＨＥＣＫ（評価）の段階では，「⑤評価

と改善の工夫」で計画したことを実施する。ここでは，

　「研修内容の形成」と「研修体制の整備」に関わる２

種類の振り返りを４段階の評定尺度を使って実施する

とともに，教師の声を集約する。

　ＡＣＴＩＯＮ（改善）の段階では，ＣＨＥＣＫ（評

価）を分析し，次年度の改善のための計画を立てる。

　年間を通し，ＰＬＡＮ（計画），ＤＯ（実施），ＣＨ

ＥＣＫ（評価），ＡＣＴＩＯＮ（改善）を行う。

３　研究の構想図

　　「研究授業を核とした研修内容のマネジメントサイ

クル」と「年間を見通した研修体制のマネジメントサ

イクル」を組み合わせることで「授業改善に向けた校

内研修の構築」を図る。そして，それにより，「学び

の共同体としての機能の形成」と「教員の資質向上」

を狙う。

研究の構想図

Ⅵ　研究の実際

１　年間を見通した研修体制のマネジメントサイクル

　ＰＬＡＮ（計画）の段階（平成22年度末の取組）

　（1）新しい研究テーマの設定

　新しい研究テーマは，「学校教育日標」及び「目指

す児童像」を具現化する過程において設定することは

もちろんのこと，新学習指導要領の改訂の柱となる思

考力・判断力・表現力の育成を重視しているという

　「国の動向」や東浦町が個性化・個別化教育を推進し

ているという「地域の動向」，そして，前年度の現職

教育についてのアンケート結果をも加味し，「考えを

深め，思いを広める児童の育成～考え合い・伝え合い

を核にした個と集団の学びづくり～」とした。教師は，

　「考えさせる」授業を実施することにより，授業改善

を行うこととなる。

　（2）組織の見直し

　推進委員会，全体会，専門部会の連携の仕組みを作

　まず，前年度末のＰＬＡＮ（計画）の段階では，本

校の校内研修の課題である「①新しい研究テーマの設

定ド②組織の見直しパ③研究授業の体制づくり」「①

研修会の設定」「⑤評価と改善の工夫」「年間計画の作

成」についての具体的な計画を立てる。そして，年度

初めのＰＬＡＮ（計画）の段階では，「①新しい研究

テーマの共通理解」「②組織づくり」を行い，「③研究

授業の構成」「④研修会の充実」「⑤評価と改善」「年

間計画の確定」についての計画を確認する。

　ＤＯ（実施）の段階では，ＰＬＡＮ（計画）の段階

で計画した「③研究授業の体制づくり」を「研究授業

を核としたマネジメントサイクル」を運用するなかで

実施する。また，授業改善に直結した研究授業となる

よう「④研修会の設定」で計画したことを実施する。
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り，それぞれの役割を明確に定めた。また，専門部会

は,各教科等部会と総合・生活科部会の２部会にした。

　（3）研究授業の体制づくり

　①　３種類の研究授業の設定

　校内研修の目的に合わせて運用できるように，拡大

研究授業（＝研修会や外部講師の指導を関連させた研

究授業），特別研究授業（＝学校訪問での研究授業），

研究授業（＝研究目的に合わせ弾力的な運用を図るこ

とができる研究授業）を設定した。

　３種類の研究授業をそれぞれ２回ずつ，年間に計６

回実施する。内訳は,総合的な学習２回，生活科１回，

各教科等３回とし，各学年が１回ずつ担当する。

　②　共に学び合える研究授業を核とした体制づくり

　授業者が１つの研究授業を実践するまでには，指導

案作成から授業実践に至るまで多大な労力を要する。

そこで，授業者はもちろんのこと，参観者の達成感や

成果にもつながるように研究授業の事前段階と事後段

階に計画的な検討の機会を設け，授業者だけでなく参

観者の力量形成にもつながる共同性のある体制を仕組

んだ。

共に学び合える研究授業を核とした体制

　③　授業改善に向けた手立ての導入

　　「研究授業を核としたマネジメントサイクル」にお

いては，以下の４つの力を高めることで総合的に授業

改善を図るものとする。

　○　授業を計画する力（以下授業計画力とする）

　○　授業を実施する力（以下授業実施力とする）

　○　授業を評価する力（以下授業評価力とする）

　○　授業を改善する力（以下授業改善力とする）

研修内容のマネジメントサイクルと3つの手立て

　授業改善の手立てとして，「授業づくりシート」「授

業の技」「概念化シート」を取り入れることにした。

　　「授業づくりシート」は，「授業計画力」を養い共

有していくためにＰ（計画）の段階で使用する。新学

習指導要領の理解のうえ，単元の目標を設定し，その

目標に迫るために「この授業でどんな考え合い。伝え

合いをさせるか。」「それを取り入れる理由や留意点」

　「期待される子どもの言語活動の姿」を具体的に明記

する。そして，この「授業づくりシート」に記入した

内容は，指導案作成や実際の授業にも生かす。

授業づくりシート

　　「授業の技」は，子ども達の考えや思いを引き出す

ための手法である。教師の動き，構造的板書，立ち止

まり（＝切り返し，付け足し発言などがある。「授業

実施力」と「授業改善力」を養い共有していくために，

Ｄ（実施）とＡ（改善）の段階で実践する。

　　「概念化シート」は，「授業評価力」を養い共有し

ていくために，ｃ（評価）の段階で行うフーグショッ

プ型の事後検討会で使用する。参観者は，授業で気付

いたことを書き込んだ付箋をマトリクス状になった

　「概念化シート」に貼付しながら討論をする。

　（4）研修会の設定

　本校が目指す授業改善に向けて，教師全員の共通理

解を図るために，年間３回程度の研修会を設定する。

　初年度となる平成23年度は,下記研修会を実施する。

研修会①…考え合い・伝え合いを取り入れた授業

　　　　　のイメージを共有化するための研修会

　　～授業ビデオの視聴を通して～

研修会②…授業のつくり方・見方を共有化するた

　　　　　めの研修会

　　～授業づくりシート，概念化－トの活用法～

研修会③…日常の授業における子どもの考えや思

　　　　　いの引き出し方を共有化する研修会

　　～「授業の技」を知る会～

　（5）評価と改善のエ夫

　教師一人一人の授業改善に資する校内研修を構築す

るためには，実際の校内研修について振り返り，課題

を見出し改善していくことが必要となる。そこで，本
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校の校内研修の課題をもとに，「研修内容の形成」に

ついての振り返りを10項日，「研修体制の整備」につ

いての振り返りを６項日作成した。実施の時期は，原

則ステージ（後述）ごととし，その都度ACT I ON

　（改善）を行いながら，最終ステージ（学年末）には，

次年度を見通したＡＣＴＩＯＮ（改善）を行うように

する。

　（6）年間計画の作成

　以上の計画を盛り込み，年間計画を作成した。

２　年間を見通した研修体制のマネジメントサイクル

　ＰＬＡＮ（計画）の段階（平成23年度の取組）

　（1）新しい研究テーマの共通理解

　　「考え合い。伝え合い」の具体的な姿や研究テーマ

をなどを資料を使って確認した。

　（2）組織づくり

　推進委員会，全体会，専門部会の役割と連携につい

て確認し，２つの専門部会の組織づくりを実際に行っ

た。

　（3）研究授業の構成

　３種類，計６回の研究授業の日程を組んだ。

拡大研究授業
　　6／28（月）１年　国語科
　　９／９（金）２年　生活科
特別研究授業
　10／28（金）３年　総合的な学習
　10／28（金）４年　社会科
研究授業
　11／29（水）６年　総合的な学習
　11／30（火）５年　国語科

　また，それにより，便宜上１年間を下記のよ引こ

３つのステージに分けた

第１ステージ……拡大研究授業を核とした取組を

　　　　　　　　　実施する期間

第２ステージ……特別研究授業を核とした取組を

　　　　　　　　　実施する期間

第３ステージ……研究授業を核とした取組を

（最終ステージ）　実施する期間

　（4）　研修会の充実

　成果が研究授業に表れるよう，拡大研究授業の前に

研修会を段階的に設定をした。

　研修会①は，６月28日の拡大研究授業１の前に設定

することで，「考え合い。伝え合い」のイメージをも

　（5）評価と改善

　「研修内容の形成」と「研修体制の整備」に関わる

振り返りの実施日を下記のように確定した。

　１回目（４月12日）･‥昨年度（福祉教育）について

　２回目（９月10日）…第１ステージまでについて

　３回目（12月１日‥･第３ステージまでについて

　なお，本年度（平成23年度），第２ステージが終了

した時点での評価を計画しなかったのは，第３ステー

ジとの間隔が１か月程しがなく，調査項目の内容が評

価の実態として反映しにくいと判断したからである。

ただし，その代わりに，「学校訪問に向けたアンケー

　ト」を第２ステージが終了する10月28日に実施し，「授

業の技」等，教師の取組状況を把握することとした。

　（6）年間計画の確定

　昨年度立てた年間計画を確定させた。

平成23年度の年間計画

つて授業に臨めるようにした。研修会②も，６月28口

の拡大研究授業１の前に設定することで，「授業づく

りシート」を使って授業開発ができるようにするとと

もに「概念化シート」を使ったワークショップ型の事

後検討会が開催できるようにした。

　研修会③は，９月９日の拡大研究授業２の前に

設定することで，「授業の技」を取り入れた授業がで

きるように計画した。

３　年間を見通した研修体制のマネジメントサイクル

　ＤＯ（実施）の段階

　(1) 6つの研究授業を核とした取組

　研修内容のマネジメントサイクルに従って，６つの

研究授業を核とした授業改善の取組を以下の通り行っ

た。

　○　拡大研究授業１　１年生国語科「はなのみち」

　　を通した授業改善

-352 －



○　拡大研究授業２　２年生生活科「まっりをつく

　ろう！」を通した授業改善

○　特別研究授業１　３年生総合的な学習「地域の

　おじいさん，おばあさんから学ぼう」を通した授

　業改善

○　特別研究授業２　４年生社会科「事故や事件か

　　らくらしを守る」を通した授業改善

　○　研究授業1　６年生総合的な学習「世界の国々

　　と日本のつながりを考えよう」を通した授業改善

　○　研究授業２　５年生国語科「大造じいさんとが

　　ん」を通した授業改善

②　拡大研究授業1を核とした取組

　６つの研究授業を核とした授業改善の取組の中から

１回目の拡大研究授業を例にして述べる。

　①　拡大研究授業1の取組の日程

　６月28日（火）に第１学年のベテラン教師3乙名が国

語科「はなのみち」という物証文の第８時を計画した。

これは，新しい研究テーマになって初めての研究授業

である。

　二二では，「研修会①『考え合い・伝え合い』を取

り入れた授業のイメージを共有化するための研修会～

授業ビデオの視聴を通して～」と「研修会②授業のつ

くり方・見方を共有化するための研修会～授業づくり

シートと概念化シートを通して～」を関連させて日程

を組んだ。

拡大研究授業1を核とした取組の日程

　②　１年生国語科「はなのみち」を通した授業改善

Ｐ（計画）の段階の前

　学んだ二とが実際の拡大研究授業Ｄ（実施）に生か

せられるように，Ｐ（計画）の前に，２つの研修会を

設定した。

　研修会①は，「考え合い・伝え合い」を取り入れた

授業のイメージを共有化するために設定した。ここで

は，４年生の総合的な学習の授業ビデオにより，基本

的な「考え合い・伝え合い」の具体を理解した。

　研修会②では２年生の国語科「お手紙」の授業ビデ

オを視聴し，さらにそのイメージを膨らませるととも

に，授業を計画するための「授業づくりシート」と

授業を評価するための「概念化シート」の活用法を理

解した。「授業づくりシート」の活用法としては，ま

ず，記人方法を理解し，それを指導案や授業に活用す

る方法を確認した。「概念化シート」の活用法として

は，「概念化シート」を使った事後検討会を擬似的に

体験した。　こ二了の「概念化シート」は，初め「授業

づくりシー

ト」の内容を

連動させよう

と，Ｘ軸の左

右に子どもの

言語活動を配

置した。そし

て，２年生｢か

手紙」の授業ビデオを視聴し，本時の言語活動の方法

や子どもの言語活動についての良さや課題を付箋に書

き，貼付をしながら授業分析を行った。

　しかし，教師からは，「本時の言語活動の方法と子

どもの言語活動」は対局にならないために付箋が貼り

にくい。」「子どもの言語活動そのものが本時の言語活

動の方法によるものなので，分けて貼るのは難しい。」

という意見が出された。そのため,研修会②の終了後，

数名の教師で残り，座標軸の検討をした。さらには，

研修会②についての事後アンケートをとり，「概念化

シート」についての意見や要望を集約した。そこで，

教師の声を反映させて，新たに「概念化シートを使っ

た事後検討

会の方法に

ついて」と

いうマニュ

アルを作成

し，共通理

解を図っ

た。新しい

　「概念化シ

ート」のＸ

軸は教師と子どもに改めた。

Ｐ（計画）の段階

　１年生担任は，この２つの研修会を経て，国語科「は

なのみち」を教材に授業改善に取り組んだ。

　学年会では，想像豊かに楽しく音読発表させること

で，それを聞いた児童も豊かに感想を「考え合い。伝

え合い」できると考え，物語文「はなのみち」の音読
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発表のなかで，感想を「考え合い・伝え合い」させる

二とを計画した。具体的には，登場人物が話をしてい

ることや考えていることを地の文や挿絵から自由に想

像させ，それを吹き出しに書かせる。そして，それを

音読に取り入れ発表をさせようと考え，「授業づくり

シート」と学習指導案を作成した。作成した「授業づ

くりシート」については，記人内容にやや曖昧な点が

見られたものの，各教科等部会と全体会の２回の事前

検討会のなかで，児童にどんな言語活動をさせたいの

かを明確にしていった。また，「授業づくりシート」

と学習指導案の関連についてもそれぞれの実物をもと

に以下のように確認した。

Ｏ　「授業づくりシート」内の「①授業でどんな考え

　合い・伝え合いをしたいか」「②それを取り入れる

　留意点」に書いた内容は，知多地方の学習指導案

　　「５備考（2）指導の力点」として表す二とができる。

Ｏ　「授業づくりシート」内の「③期待される子ども

　の言語活動の姿」は，知多地方の学習指導案の「４

　本時の学習指導（5）本時の評価規準」として書き表

　すことができる。

Ｄ（実施）の段階

　実際の授業では，児童が登場人物のお面を着けて，

身振り手振りを入れながら，また，吹き出しに書いた

言葉を時折人れながら楽しく音読発表を行った。そし

て，聞き手は感想を積極的に「考え合い・伝え合い」

した。　しかし，「考え合い・伝え合い」の内容は，友

達の豊かな感性に気を留めるものではなく，技能に着

目したものになってしまった。

Ｃ（評価）の段階

　概念化シートを使った初めての事後検討会では，教

師と子どもの良さを青色，課題を赤色の付箋に書き，

新しくなった「概念化シート」上に貼付をしながら，

グループに分かれて検討を進めた。こ二では，思考・

判断。表現よりも技能を重視した音読発表になったこ

とが指摘されるとともに，その原因を「『授業づくり

シート』に書いた単元の目標『思考・判断・表現－

音読発表を自

信をもって行
い，他のグル

ープの発表に

対して感想を

言う』」が思考

・判断・表現

のための目標

になっていな

かった。｣，｢児童のめあてのもたせ方に課題があった｣

などとと分析した。

　ベテランの教師と中堅の教師により，進んだ感のあ

る事後検討会ではあったが，検討は効果的に進行した。

Ａ(改善)の段階

　今回の授業を通して，以下の３点を日々の授業実践

で改善していくこととした。

。「考え合い・伝え合い」は，単元の日標達成のだ

　めに行うことを意識して行う。

。「授業づくりシート」の記入について，共通理解

　を深めるための手立てを講じる。

・　次回の拡大研究授業２の事後検討会では，教師全

　員が積極的に参加できる手立てを講じる。

　③　授業改善の成果

　拡大研究授業１における授業改善の成果について述

べる。

Ｏ　Ｄ（実施）拡大研究授業１での「考え合い・伝え

　合い」は，技能面に着目したものになったものの，

　教師は児童に楽しく音読発表の感想を「考え合い・

　伝え合い」させることができた。それは，Ｐ（計画）

　の段階の前に研修会①と研修会②を設定し，２本

　の授業ビデオを視聴したことにより，教師が「考え

　合い・伝え合い」のイメージをもったうえで,Ｄ（実

　施）の段階で授業実践をする二とができたからだと

　考える○

○　授業者は，試行錯誤をしながらも，Ｐ（計画）の

　段階において「授業づくりシート」を作成し，それ

　をもとに学習指導案を作成したり，検討したりする

　ことができた。それは，Ｐ（計画）の段階の前に研

　修会②を設定し，「授業づくりシート」の作成，学

　習指導案への生かし方，授業への生かし方という一

　連の流れを確認することができたからだと考える。

○　初めてのＣ（評価）の段階での事後検討会で，「概

　念化シート」を円滑に使用し，授業を評価すること

　ができた。それは，Ｐ（計画）の段階の前に研修会

　②を設定し，「概念化シート」を使った事後検討会

　の仕方を学んだことと，「概念化シート」の問題点

　を見い出し，本校教師によって納得のいくものに改

　善し，その運用方法を事前に共有する二とができた

　からだと考える。

　拡大研究授業１のＡ（改善）の段階で見出された改

善点については，次の拡大研究授業２の課題として，

改善を行った。このようにして，６つの研究授業を核

とした授業改善の取組を実施していった。

４　年間を見通した研修体制のマネジメントサイクル

　ＣＨＥＣＫ（評価）の段階

　　「研修内容の形成」，「研修体制の整備」についての

振り返りを３回行った。結果を記す。
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　（1）研修内容の形成についての振り返り

新しい研究テーマの設定の視点から

①　研究テーマや目標を理解している。

組織の見直しの視点から

　②　学年会・専門部会・推進委員会・全体会などの組織のなかで、

　　自分の力を生かすことができている。

研修会の設定の視点から

　⑤　「授業ビデオの視聴」の研修会などを通して、言語活動を

　　取り入れた授業のイメージをもつことができている。

⑥　「授業づくりシート」などを通して、指導案の作成など、

　　授業のつく方について、見通しをもつことができている。

研究授業の体制づくりの視点から

　③　研究授業や検討会を自分の授業改善に生かすことができて

　いる。

④　思考力・判断力。表現力の育成や単元の目標の達成のために

　言語活動を手段として取り入れていることが理解できている。

○徐々に理解をしてきている。

⑦　「概念化シート」を使った事後検討会などから、授業の見

　　方が分かるようになってきている。

⑧　研修会や「授業の技」などを手掛かりに、日常の授業に

　　おける子どもの考えや思いを引き出せるようになってき

０３回目の調査で，引き出せると答えた教師が減った。

＊「学校訪問に向けたアンケート」からは，個々の教師が積極的に

　　「授業の技」等を使っていることが分かった。子どもの考えや思

　いを引き出せているか自信がないと答える教師が多かった。
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⑨　研修会などにより、授業の視野を広げるこ

○徐々に成果が出てきている。

その他

⑩　教師同士で学び合うことは楽しい。

とができている

　○ほぼ全員が楽しいと感じている。

（2）研修体制の整備についての振り返り

新しい研究テーマの設定の視点から

①　研究は､今日的な教育実践に役立つ内容になっている。

　○概ね役立つと感じている。

組織の見直しの視点から

　②　校内研修の組織が確立し、計画的に研修を実施している。

研究授業の体制づくりの視点から

　③　研究授業を行ったり参観したりする機会が効果的に

　計画されている。

研修会の設定の視点から

　④　授業や指導方法等について、研修する機会を積極的に

　　もっている。

○概ねもっていると考えるが，３回目に「大いにあてはまる」「あ

　てはまる」が減った。研修回数が多いという意見があった。

評価と改善の工夫の視点から

⑤　よりよい校内研修のために､教師の意見をよく反映させている

年間計画の作成の視点から

　⑥　研修に見通しがもてるよう、研修の日程が分かりやすく示され

　ている。

０３回目に「大いにあてはまる」「あてはまる」が減った。分か

　りやすいが，研修回数が多いという意見があった。
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５　年間を見通した研修体制のマネジメントサイクル

　ＡＣＴＩＯＮ（改善）の段階

　（1）振り返りの総括

　　「研修内容の形成についての振り返り」10項目は，

手立てを講じなかった昨年度と比べ，よい成果が表れ

た。教師一人一人が「考えさせる授業」へと授業改善

を進め，その資質向上の手応えを少しずつ感じている

ことが分かった。また，「研修体制の整備についての

振り返り」６項目は，特に高い水準において成果が表

れた。学びの共同体としての機能が全校的に形成され

つつあることを感じることができた。また，「研修内

容の形成についての振り返り」の「教師同土で学ぶこ

とは楽しい」という項目に対しても, 9 6%の教師が

あてはまると答えるなど，学びの共同体としての機能

形成は，教師一人一人の意識レベルにおいても成果と

なって表れてきていることが分かった。

　（2）次年度（平成24年度）に向けた改善点

　しかし，教師の意見と併せて結果を詳細に分析する

と，まだまだ課題があることが分かった。そこで，次

年度の校内研修をよりよいものとするために，推進委

員会と全体会で，改善点を協議した。

　①　研究の展望と共通理解に関わる改善点

。研究の内容が徐々に浸透してきているため，研究

　テーマについては,継続する。本年度（平成23年度）

　を土台作りの年として，次年度よりさらに３年間実

　施する。

。次年度は，言語活動の基礎となる国語に絞って研

　究を進め，他教科に広げていく。

。教師全員が研究テーマを共通理解するために，め

　ざす子ども像を明確にする。さらに，共通理解のだ

　めのワークショップを開催する。

。各学年の発達段階を押さえた言語活動の系統性を

　理解するために「系統的なスキル」を作成する。

・　個（一人で考える）→集団（考え合い。伝え合い

　をする）→個（考えを再構築する）等，本校の１時

　間における授業スタイルを定型化する。

　②　組織の活性化

・　次年度の研究を国語科に特化したことにより，「各

　教科等部会」「総合。生活科部会」を改め，次年度

　は「1,3,5年（奇数学年）部会」「2, 4, 6

　年（偶数学年）部会」とする。これにより，学年会

　を基盤とした研究授業の提案がより円滑に進むと考

　える。また，低・中｡高学年の系統性も保持ができ

　ると考える。

・　専門部会が研究授業を核とした取組の仕切りをす

　るなど，専門部会の取組を活性化することで，一人

　一人の力量発揮の場を増やす。

　③　研究授業の体制づくり

・　６回の研究授業の時期を調整することで，教師の

　負担を減らす。

　本年度，事前検討会の回数が増え，全体の会議回

数が当初の計画より大幅に増えた。次年度は，教師

の負担を減らすために，事前検討会は，２回までと

する。共通理解が図れない場合は，研究通信や会議

速報を発信することで補う。

　事前打ち合わせ会は，別途設けず，事前検討会と

同日に行うことを徹底する。

　長期休業を活用した計画を立てる。

　　「授業づくりシート」については継続する。た

だし,活用法を再確認し，その意義を共通理解する。

　　「概念化シート」による事後検討会は浸透し，活

用できているため，継続する。付箋の色は，１色と

する。グループ協議と全体協議の二段構えとし，検

討会の質的向上を図るために，常に運用の方法を考

える。

　　「授業の技」については，継続する。「片葩小授

業の技（系統的なスキル）」を作成する。

④　研修会の充実

　　「授業の技」を使い，子どもの思いや考えを引き

出す具体を理解するために，先進校の授業参観を取

り入れる。

　本校が目指す子ども像を明確にするとともに「授

業づくりシート」の活用法を理解するために，新学

習指導要領で求められている「言語活動の重視」に

ついての研修会を設定し，研究テーマについての共

通理解を進める。

　国語科の教材解釈に関わる研修会を設定する。ま

た，この研修会を拡大研究授業に関連させる。

⑤　評価と改善

　よりよい校内研修にするために研修内容の形成，

研修体制の整備に関わる振り返りは継続する。

⑥　年間計画の作成

　会議や研修回数を精選するとともに，年間の見通

しをもつために年間計画を作成する。また，その計

画を学期ごとに確定させていく

Ⅶ　研究のまとめ

１　教員の資質向上について

　本年度,研究授業を通して私たちが見た児童の姿は，

去年では見られないものだった。ここには，児童が，

言語活動（考え合い・伝え合い）を通して，思考を深

めたり，表現をしたりする姿があった。そして，その

陰には「考えさせる授業」を実践してきた教師の取組

があった。

　本年度，研究授業が無かった本校に研究授業を取り

入れた。研究授業は，大変労力のかかるものである。

だからこそ，その授業を形骸化させることのないよう

にと研究授業を大事にし生かそうと考えた。研究授業

は，授業者だけでなく，参観者も力量を付ける絶好の

機会であるととらえ，授業者と参観者が共に学び合え
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るシステム「研究授業を核とした研修内容のマネジメ

ントサイクル」を作り上げた。ここでは，Ｐ（計画），

Ｄ（実施），Ｃ（評価），Ａ（改善）の流れを明らかに

し，そのなかで授業者と参観者が共に授業計画力，授

業実施力，授業評価力，授業改善力を身に付けるため

の計画や手立てを練り，「授業改善」を進めてきた。

これにより，教師の資質の向上を見ることができた。

　研究１年目として，課題は多いものの授業改善に向

けた校内研修の構築を研修内容を形成するという側面

から支えてこられたものと考える。

２　学びの共同体としての機能形成について

　　「…その時の勉強がとても楽しくて，５年生の授業

を見るのを心待ちにしていました。…」

　これは，研究授業２に参加した教職２年目の教師の

感想である。教材研究を楽しいと感じ，さらに，それ

に関わる11月の研究授業を心待ちにした。

　学校全体で「考えさせる授業」へと授業改善のため

の体制を整えたことで,学びの共同体としての機能が，

全校レベルだけでなく，個人レベルとしても形成され

てきたと考える。そして，その他にも，本年度，以下

のように共に学ぼうとする教師の姿を見ることができ

た。

。６月の研修会②において，「概念化シート」の横

　軸についての問題点を見付け，教師の手で改善させ

　た。

・　11月に，特別支援学級の担任が特別支援学級での

　　「考え合い・伝え合い」を発信しようと研究授業を

　自主的に行い，参観を呼び掛けた。

・　現職教育のサイドメニューとして，英会話講座や

　なわとび講座等，現職自主講座を９回行った。

・　10月28日の学校訪問に向けた取り組みアンケート

　を行った結果，教師は夏休みに学んだ「授業の技」

　に進んで取り組んできたことが分かった。

　これらの成果には，「研究授業を核とした研修内容

のマネジメントサイクル」という内容面だけでなく，

それを支えるために「年間を見通した研修体制のマネ

ジメントサイクル」という体制面におけるシステムを

取り入れたことが大きいと考える。本校の校内研修の

実態から見出された課題を克服するための計画を教師

集団や教師一人一人の力量形成に寄与するようP LA

Ｎ（計画）の中でじっくり作り上げ，計画的な年間計

画のもと，ＤＯ（実施），ＣＨＥＣＫ（評価），ＡＣＴ

ＩＯＮ（改善）を実践できるようにした。教師は，そ

のサイクルのなかで計画したり実践したりして，その

手応えを実感していった。共同体として「学ぶ楽しさ」

を確認し，さらに，個人レベルにおいて，進んで学ぼ

うとする気持ちや態度を醸成していったと考える。こ

の「年間を見通した研修体制のマネジメントサイクル」

を取り入れたことで，研修体制を整備し，学びの共同

体としての機能を形成していったものと考える。

　また，校長は，学校経営の柱に教師の授業力向上を

掲げ，「教師は授業で勝負」を合い言葉に学校運営を

行い，「校長連絡」のなかでそれに触れてこられた。

こうした学校運営のなかで，研究を実践したこともあ

り，効果的に成果が表れたものと考える。さらには，

現職主任が発行する片葩小研究通信「学びの共同体を

目指して」は，現職教育の根幹を支え，教師の共通理

解を図ったり，土気を高めたりするのに効果的であっ

たと考える。

　授業改善に向けた校内研修の構築を研修体制を整備

するという側面から支えてこられたものと考える。

３　２つのマネジメントサイクルを組み合わせた成果

　「研究授業を核とした研修内容のマネジメントサイ

クル」だけでは，授業改善に向けた教師一人一人の資

質向上には役立つものの，学校組織としての前進には

ならなかっただろう。本校の校内研修の実態より見出

した課題を克服するするために，「年間を見通した研

修体制のマネジメントサイクル」だけ作っても，教師

一人一人の授業改善の実態がなれけば，体制は形骸化

しただろう。

　このように，授業改善に向けた校内研修の構築のた

めに２つのマネジメントサイクルを組み合わせたこと

により，効果的に授業改善が進み，教師の達成感や成

果につながる校内研修を構築することができたと振り

返る。
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